

































































筋コンクリート建物 ( 重量1000トン ) の JMA
神戸波による加振実験では、1階の柱部分の破
壊が見事に再現され、姉歯問題での関心の高さ
もあり注目の実験となりました（写真2）。
　さらに、地盤・基礎の加振実験では、液状化
とそれに伴う側方流動を実規模で再現すること
に初めて成功しこれまでにない貴重なデータを
得ることが出来ました。
　この間、実規模実験をスムーズに進めるため
の各種保守治具整備も並行して進められ、実験
準備や加振実験における安全確保に細心の努力
と注意を払った1年でもありました。
　　
加振実験を順調にこなした1年
（2006年4月～ 2007年3月）
　
　年度初めの定期保守点検を終了後、詳細は省
略しますが、以下の実験を行いました。
①木造住宅の2件の実験（民間の住宅メーカー
への施設貸与による実験）
②大都市大震災軽減化特別プロジェクトⅡにお
ける木造建物、鉄筋コンクリート建物、地盤
基礎の実験
③30階建ての超高層建物の最上階とその下の
階のゆれの再現実験（兵庫県との共同研究）
　これらの実験はいずれも成功裏に終了しまし
たが、その中でもE-ディフェンスにとって特筆す
べき出来事は、なんといっても天皇皇后両陛下
の実験のご見学でした（写真3）。学校の校舎を
再現した鉄筋コンクリート3階建て建物を加振
した実験でしたが、タイムスケジュールに寸分
の狂い無く実験をご覧いただくことができました。
　
　順調とも言える2年半でしたが、世界最大の
油圧稼動装置を運転しての実験、保守維持管理
には、それぞれが苦労を重ねた時期でもありま
した。今年度からは、日米共同研究として、鉄
骨建物の倒壊実験や橋脚の震動破壊実験を予定
しています。これまでの苦労を無駄とせず、世
界の耐震工学研究の拠点となるべく、当セン
ター職員一同努力を重ねていきますので、今後
とも暖かいご支援を宜しくお願い申し上げます。
写真1　木造建物無補強・補強の比較実験
写真2　６階建て鉄筋コンクリート建物実験
写真3　天皇皇后両陛下の実験ご見学
